
様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

提出者

住 所  長崎県雲仙市国見町土黒丙434番地
氏 名  柴 崎 建 設 株 式 会 社

代表取締役 柴 崎  優
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-78-2685

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 4年度の産業廃棄物処
理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

令秀日 5年  6月  10日

事 業 場 の 名 称 柴時建設株式会社

事 業 場 の 所 在 地 長崎県雲仙市国見町土黒丙434番地

事 業 の 種 類 総合建設業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間 令和4年4月 1日 令和5年3月 31日

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

項 目

排   出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

別紙のとおり

目標値

別紙のとおり

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

-516〕 21

(日本産業規格



(産業廃棄物の種類 :コンクリートがら  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

3773.72①

不要

実績値

3773.72

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熟回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熟回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類 :アスファルトがら  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

52.79

排出量

不要物等発

実績値

52.79

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類 :その他がれき類  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収
~認
定

業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

138.694①

不要物等発

実績値

138.694

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①勲回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



の (産業廃棄物の種類:ガラスロ陶磁器くず )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

4.8
①

不要物等

実績値

4.8

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら勲回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



(産業廃棄物の種類:廃プラスチック類  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

31.75
①

不要物等発生量

実績値

31.75

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



太況 (産業廃棄物の種類:金属くず )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

4.71

排出量

不要物等発

実績値

4.71

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



兄 (産業廃棄物の種類 :混合 (安定型)  )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0,39
①

不要物等発生

実績値

0.39

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熟回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



冦の (産業廃棄物の種類 :石綿 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち黒回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

5.2

排出量

不要物等発生

実績値

5.2

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



己 (産業廃棄物の種類:建設汚泥

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.11
①

不要

実績値

0.11

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



計画の : (産業廃棄物の種類 :紙くず )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

21.83

排出量

不要物等発

実績値

21.83

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



I

の (産業廃棄物の種類:木くず )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

731.655

不要物等発生

実績値

731,655

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



の実施状況 (産業廃棄物の種類:繊維くず )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0,216
①

不要物等発

実績値

0.216

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



(産業廃棄物の種類:廃石膏ボード   )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

3.82
①

不要物等

実績値

3.82

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量



〉要距状況 (産業廃棄物の種類:蛍光灯 )

実績値

0.1392

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.1392①

不要物等発生



(第 3面)
備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。
2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載
した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)か ら(14)
に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量
(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量
(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)②欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記
入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃
棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和　5年　6月 30日

　　長崎県知事　　大石　賢吾　様

　　　　　　　　　　　　提出者

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和　4年度の産業廃棄物

　処理計画の実施状況を報告します。

　産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 1,400.00ｔ 全 処 理 委 託 量 1,400.00ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

2.00ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

1,300.00ｔ

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

0.00ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00ｔ

※事務処理欄

                                              　　　　 (日本工業規格　Ａ列4番）

（第1面）

　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　長崎県長崎市恵美須町２番３号

　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　清水建設株式会社　九州支店　長崎営業所

　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　095-822-4188

事 業 場 の 名 称 清水建設株式会社　九州支店　長崎営業所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業所長　　　髙橋　賢二 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　092-716-2050　【九州支店安全環境部】

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市恵美須町２番３号

事 業 の 種 類 建設業・総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

2022年4月1日　～　2023年3月31日



廃油 ）

② ⑧

排出量

①

0.18

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.00

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.18

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

0.18

0.18

⑭

0.00

0.00

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況

0.18

（産業廃棄物の種類：

0.00

⑩全処理委託量

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0.18

④のうち熱回収
を行った量

0.00

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

(第
２

面
）

0.00

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0.00

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量



廃プラスチック類 ）

② ⑧

排出量

①

0.36

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.14

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.36

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

0.36

0.09

⑭

0.00

0.14

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 0.09
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.36

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量



金属くず ）

② ⑧

排出量

①

2.26

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

2.26

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

2.26

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

2.26

2.26

⑭

0.00

2.26

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 2.26
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

2.26

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量



がれき類 ）

② ⑧

排出量

①

255.04

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

254.74

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

255.04

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

255.04

1.04

⑭

0.00

254.74

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 1.04
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

255.04

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量



紙くず ）

② ⑧

排出量

①

0.09

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.07

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.09

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

0.09

0.00

⑭

0.00

0.07

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 0.00
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.09

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量



木くず ）

② ⑧

排出量

①

93.87

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

84.48

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

93.87

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

93.87

1.65

⑭

0.00

84.48

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 1.65
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

93.87

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量



建設混合廃棄物 ）

② ⑧

排出量

①

3.00

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.00

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3.00

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

3.00

1.00

⑭

0.00

0.00

0.00

⑪

0.00

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 1.00
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3.00

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )
(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和3年度
の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石賢吾 殿

)

令和  5年   6月  2つ 日

提出者
住 所
長崎県佐世保市白木町3番 18号

電話番号

0956-23-3311

常務取締役支店長  山崎 洋樹

氏 名 (法人にあつては名称及
株式会社 上滝 佐世保支店

株式会社 上滝 佐世保支店事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県佐世保市白木町3番 18号

事 業 の 種 類 06:総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計画期間
令和4年4月 1日 ～令和5年 3月 31日 まで

目標値 項 目 目標値

2,000,00 t 全 処 理 委 託 量 2,000.00 t

0.00 t 0.00 t

0.00 t

0.00 t0,00 t

0.00 t 0,00 t

排   出   量

0.00 t

以 の

産業廃棄物処理計画における目標値

又 は

海洋投入処分を行う
産 の量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

項 目

熱回収を行う業者への

処理委託量

※事務処理欄
オ

-5:6,21

(日 本工業規格



(産業廃棄物の種類 : コンクリートがら )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

5
⑫

実績値

5

0

0

0

0

5

0

5

0

0

ヨ

①排出量

②十⑥ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

① 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

項

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
①

熱回収を行う業者への
熱回収認定業者

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら理立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

5
⑩

優良認定処理業者ヘ
の

処理委託量

0
①

後の残さ量
間

0

自ら中間処理
により減量した量

0

0

中間処理した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有 償 物 量

排 出 量

5
①

不要物等発生量

計画の実施状況

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : アスコンがら )

(単位 it)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

8
⑫

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑩

熱回収を行う業者への
熱回収認定業者

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

8

優良認定処理業者ヘ
の

0

後の残さ量

し

0

自ら中間処理
により減量した量

0

再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら
中間処理した量

0

を行つた量

ち熱回収

0

有 償 物 量

排 出 量

8
①

不要物等発生量

~夫
績イL盲

8

0

0

0

0

8

0

8

0

0

ヨ

①排出量

②+① 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

項

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃乗物の種類 : その他がれき類 )

(単位 it)

↑

↓

①のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

霙績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヨ

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

① 熟回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

項

熱回収を行う業者への
熱回収認

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
③

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

0

処理した自ら中
後の残さ量

0
⑥

により減量した量

0
⑦

再生利用した量

0
②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
③

自ら

中間処理した量

0
④

①のうち熱回収
を行つた量

⑤
0

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑬

（削
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : ガラスくず及び陶磁器くず   )

(単位 :t)

↑

↓

自ら中間処理した後
再生利用した量

0
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0
⑩

優良認定処理業者ヘ
の

処理委託量

0
①

した間ら

後の残さ量

0
⑥

間ら

により減量した量

0
⑦

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

中間処理した量

を行つた量

0

再生利用した量

0
②

0

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

実績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用
を行った量

⑥ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭ 再生利用業者への
処理委託量

⑩ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

①のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑬

鬱の9ろ
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

0
⑭

（削
Ｎ
剛
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック類 )

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

⑫
0

(単位 it)

↑

↓ ⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

①
0

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

①
0

実績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用
を行った量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭ 再生利用業者への
処理委託量

① 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収を行う業者への
回収認定業者以外の

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
⑨

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0

後の残さ量
た

0
⑥

自ら中間処理
により減量した量

0

再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

中間処理した量

0
④

を行つた量
うち熱回収

0
⑤

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 金属くず )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

実績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②十⑥ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑭ 再生利用業者への
処理委託量

① 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収を行う業者への

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0
⑩

優良認定処理業者ヘ
の

0

後の残さ量

0

間処理ら

により減量した量

0

再生利用した量

ら

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した豊

0

中間処理した量

0
④

を行つた量
回

0
⑤

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への

処理委託量

0
⑬

（韻
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 建設汚泥 )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

実績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②十① 自ら再生利用
を行った量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭ 再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0
⑥

自ら中間処理した後
自ら理立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

0

ら中間処理した

後の残さ量

0

により減量した量
ら

0
⑦

再生利用した量

ら直接

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

中間処理した量

ら

0

を行つた量

0
⑤

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑬

熱回収を行う業者への
収認定業者以外の

0
⑭

（削
Ｎ
剛
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 紙くず )

(単位 it)

↑

↓

熱回収を行う業者への

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

0
⑩

優良認定処理業者ヘ
の

処理委託量

0
①

後の残さ量
自ら中

0

により減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0
②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
③

自ら

中間処理した量

0
④

を行つた量
回

0

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

冥績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

① 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑬

Ｎ
剛
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 木くず )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

実績値

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収を行う業者への

0

自ら中問処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
③

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0
⑩

優良認定処理業者へ
の

0

した間ら

後の残さ量

0
⑥

により減量した量
ら中間処理

0

再生利用した量
ら

0

自ら直接理立処分又は
海洋投入処分した量

0

中間処理した量

0
④

①のうち熟回収
を行つた量

⑤
0

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

①のうち
熱回収認定業者への
処理委ロモ量

0
⑬

（削
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃石膏ボード )

(単位 it)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0
⑫

冥績恒

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

① 自ら中間処理により
減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

ё 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑬

りのうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

0
⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

0
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
③

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

0

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

0

ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理
により減量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

中間処理した量
ら

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

再生利用した量

ら

0

有 償 物 量

排 出 量

0
①

不要物等発生量

（消
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 混合(管理型含む) )

(単位 it)

↑

↓

りのうろ
優良認定処理業者へ

♂)

処理委託量

①
0

①のうち
再生利用業者への
処理委託量

18
⑫

~夫
績値

18

0

0

0

0

18

0

18

0

0

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0
⑬

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
③

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

18
⑩

自ら中間処理した
後の残さ量

0

により減量した量
ら

00

再生利用した量
ら直接

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら
中間処理した量

0

を行つた量

有 償 物 量

排 出 量

18
①

不要物等発生量

熱回収を行う業者への
熱回収認定業者

0

（韻
Ｎ
副
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとイこ、産業廃棄物処理計画に記載した
目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げ
る量を記入すること。

(1) ①欄  当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2) ②欄  (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄  (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄  (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄  (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6) ⑥欄  自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄  (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ③欄  (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄  (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄  中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ①欄  (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第6条の11第2号に該当する者)への処理委託量

(12) ⑫欄  (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の3の 3第1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を
記入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときには、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業
廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。

































様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

提出者  全国農業協同組合連合会長崎県本部
大村果汁工場

住 所  長崎県大村市富の原 2丁目704
氏 名        工場長 中尾 真仁
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番 号    0957-55-1111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和

理計画の実施状況を報告します。

令不日 5年 6月  1日

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

も年度の産業廃棄物処

全国農業協同組合連合会長崎県本部 大村果汁工場事 業 場 の 名 称

長崎県大村市富の原 2丁目704事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類 [10]飲 料 。たばこ・飼料製造業

令和 4年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日
産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

3, 556t

1, 200t

tt

t

t

tt

項 目

排    出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

3, 556t

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

4, 756t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

-5:6:-5

(日本産業規格

進



別添

表2 令和4年度大村果汁工場産業廃棄物排出量

⑥委託処分量

最終処分

Ot

Ot

O  t

Ot

O  t

O   t

O  t

Ot

O  t

中間処理

(再生以外)

Ot

Ot

Ot

4  t

4  t

O  t

O  t

O t

O  t

O t

4 t

再 生

21 t

O  t

2,032 t

O  t

2,053 t

156  t

156 t

34 t

34 t

130 t

130 t

O t

0.O t

0.O t

O t

O  t

2,373 t

⑥自己中間処

理後埋立処分
又は海 洋 投
入 量

⑥自己中間
処理後再生

利 用 量

⑤自己中間
処理残さ量

156  t

156  t

156  t

④自己中間
処 理 量

625 t

625 t

625 t

③自己直接埋
立処分又は海
洋 投 入 量

②自己直接
再生利用量

①産業廃棄
物の発生量

21 t

O  t

2,032 t

O t

2,053 t

781 t

781 t

34 t

34 t

4 t

130 t

134 t

O t

O  t

0.O t

0,O t

O t

l t

3,003 t

発 生 量
の 目標

175 t

175 t

2,600 t

50

3,000 t

1,500 t

1,500 t

60 t

60 t

5  t

145 t

150 t

30 t

30 t

10 t

10 t

5 t

l  t

4,756 t

品  名

茶粕

コーヒー粕

みかん搾汁粕

びわ粕

小 計

汚泥

小 計

紙容器

小 計

シャー レ

プラスチック類

小 計

ビン類

小 計

パレット破損

小 計

金属くず

廃油

合 計

産業廃棄
物 種 類

植物性
残 さ

汚 泥

紙くず

廃プラ類

ガラス
ず
く

木くず

金属くず

廃油



の (産業廃棄物の種類:動植物性残澄 )

実績値 :t

2,053

0

0

0

2,053

0

2,053

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

2,053

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0①

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

2,053

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③
2,053①

有償物量

排出量

不要物

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 :汚泥   )

0⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

156⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑬

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

0①

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

156

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

156

自ら中間処理によ
り減量した量

625

0③

自ら中間処理
した量

781

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量排出量

781①

有償物量

不要物等発

実績値 :t

781

0

0

625

0

156

0

156

0

0

項 目

①排出量

②十①
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



Lの (産業廃棄物の種類 :廃プラ類 )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑬

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

134⑫

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

134

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

0⑥

自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接理立処分又は

海洋投入処分した量

0③

有償物量

134

排出量

不要物等発生

実績値 it

1:14

0

0

0

0

l i14

0

1(〕
ィ4

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



兄の (産業廃棄物の種類 :ガラス屑` )

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

0

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

0②

排出量

0①

有償物量

不要物等発生

実績値 it

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類 :紙屑 ` )

実績値 :t

34

0

0

0

0

31

0

t】 4

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

0⑬

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

34

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0①

34

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理した

後の残さ量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら中間処理
した量

自ら直接理立処分又は

海洋投入処分した量

0③

自ら直接
再生禾1用した量

0②

34

排出量

有償物量

不要物等発生

（
第

２
面

）



兄の (産業廃棄物の種類 :木くず  )

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0.0⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑬

0①

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0,0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接理立処分又は

海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

排出量

0.0
①

有償物量

不

実績値 :t

00

0

0

0

0

00

0

0.0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和５年 ６月 ２１日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県諫早市津久葉町1883-43 

氏 名 ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱                

    長崎ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ 

  長崎TEC長 馬場 孝巨 

電話番号 0957-22-7111 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱  

長崎テクノロジーセンター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県諫早市津久葉町1883-43 

事 業 の 種 類  半導体素子製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
2022年4月1日～2023年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 別紙１参照 全 処 理 委 託 量 別紙１参照 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙１参照 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙１参照 

自ら熱回収を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙１参照 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙１参照 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙１参照 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙１参照 

自ら埋立処分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

別紙１参照 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙１参照 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



別紙１

産業廃棄物処理計画におけるFY22目標値 単位：トン

排出量
自ら再生利用
を行う産業廃
棄物の量

自ら熱回収を
行う産業廃棄

物の量

自ら中間処理に
より減量する産
業廃棄物の量

自ら埋立処分又
は海洋投入処分
を行う産業廃棄

物の量

全処理
委託量

優良認定処理
業者への処理

委託量

再生利用業
者への処理

委託量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処

理委託量

廃油 1,715.0 0 0 0 0 1,715.0 1,715.0 1,712.2 0 2.8

廃酸 85.4 0 0 0 0 85.4 85.4 85.4 0 0

廃アルカリ 60.3 0 0 0 0 60.3 60.3 0 0 60.3

汚泥 7,247.5 0 0 0 0 7,247.5 4,539.9 7,247.5 0 0

廃プラスチック類 497.6 0 0 0 0 497.6 473.1 24.6 0 473.1

金属くず 46.5 0 0 0 0 46.5 43.2 46.5 0 0

ガラス・陶磁器くず 71.7 0 0 0 0 71.7 71.6 0.1 0 0

木屑 13.6 0 0 0 0 13.6 13.6 0 0 13.6

水銀使用製品産業廃棄物 2.0 0 0 0 0 2.0 0 2.0 0 0

合計 9,739.7 0.0 0.0 0.0 0.0 9,739.7 7,002.1 9,118.4 0.0 549.7



（ ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず )

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.00

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

0.00

⑦自ら中間処理により減量した
量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 62.01

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 62.01

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

62.01

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 0

不要物等発生量 0

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

排出量

産業廃棄物の種類：

62.01 0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

4,318.36

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

4,184.22

⑦自ら中間処理により減量した
量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 7,137.01

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 7,137.01

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

4,318.36

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

7,137.01

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

4,184.22

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 0

不要物等発生量 0

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

排出量

産業廃棄物の種類：

7,137.01 0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量



（ 金属くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

41.80

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

0.00

⑦自ら中間処理により減量した
量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 41.80

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 41.80

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

41.80

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

41.80

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 0

不要物等発生量 0

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

排出量

産業廃棄物の種類：

41.80 0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量



（ 廃アルカリ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0

0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

16.74

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

16.74

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

112.18

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

128.92

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

0

⑩全処理委託量 128.92

⑦自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

産業廃棄物の種類：

項目 実績値

①排出量 128.92

128.92 0

自ら中間処理
した量

0

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

16.74

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

112.18

⑫再生利用業者への処理
委託量

16.74

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 廃プラスチック ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0

0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

46.93

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

439.30

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

486.23

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

0

⑩全処理委託量 486.23

⑦自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

産業廃棄物の種類：

項目 実績値

①排出量 486.23

486.23 0

自ら中間処理
した量

0

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.00

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

439.30

⑫再生利用業者への処理
委託量

46.93

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 廃酸 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

162.30

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

4.69

⑦自ら中間処理により減量した
量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 162.30

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 162.30

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

162.30

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

162.30

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

4.69

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 0

不要物等発生量 0

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

排出量

産業廃棄物の種類：

162.30 0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量



（ 廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0

0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1795.32

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,795.32

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

3.03

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,798.35

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

0

⑩全処理委託量 1,798.35

⑦自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

産業廃棄物の種類：

項目 実績値

①排出量 1,798.35

1,798.35 0

自ら中間処理
した量

0

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1,795.32

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

3.03

⑫再生利用業者への処理
委託量

1,795.32

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0

0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

7.50

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

7.50

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

0

⑩全処理委託量 7.50

⑦自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

産業廃棄物の種類：

項目 実績値

①排出量 7.50

7.50 0

自ら中間処理
した量

0

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.00

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

7.50

⑫再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 水銀使用製品産業廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

2.00 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2.00 2.00

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.00 0

⑦自ら中間処理により減量した
量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 2.00 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2.00 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

2.00

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
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